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渉へと方向転換した⑴。再交渉は 2017 年 8 月に




1994 年に発効した NAFTA は，対米貿易の拡
大と組立加工に特化したマキラドーラ産業におけ
る雇用創出の面で，メキシコ経済に貢献してき










さなどの問題を指摘している［Zepeda, Wise and 
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メキシコの貿易額は，対世界で 1993 年から 2016
年の間に約 7 倍に増加したことがわかる。同時期






の対中国輸入額は，2000 年には 29 億ドル（1.7％）
であったが，2005 年には 177 億ドル（8.0％）に増え，























HS 94 では，自動車用シート部品が 65.8％を占め，
ここでも自動車産業の影響がみられる。その他，
HS 90 の医療機器の輸出が伸びている。しかし，
2000 年には対米輸出世界 1 位であったアパレル
については，HS 62 と HS 61 において輸出の大
表1　メキシコのNAFTA圏および中国との貿易額（単位：100万ドル）
貿易相手国
1993 年 2005 年 2016 年
輸出 ％ 輸入 ％ 輸出 ％ 輸入 ％ 輸出 ％ 輸入 ％
米国 42,935 82.8 48,321 74.0 183,838 85.8 118,973 53.6 302,941 81.0 179,984 46.5 
カナダ 1,562 3.0 988 1.5 4,234 2.0 6,169 2.8 10,427 2.8 9,631 2.5 
中国 24 0.1 454 0.7 1,136 0.5 17,696 8.0 5,407 1.5 69,521 18.0 
世界 51,886 100 65,272 100 214,207 100 221,819 100 373,882 100 387,064 100 
（出所） UN comtrade（https://comtrade.un.org/data  2017 年 9 月 7 日）をもとに筆者作成。













2000 年 2016 年
2000-2016 年
変化率（％）






16,942 25,719 51.8 414 15,957 3,748.3
8407～8409 車両用エンジン・同部品 3,018 6,715 122.4 0（注） 333 202,467.0
8473 電子機器部品・同付属品 1,453 235 －83.8 99 4,457 4,406.3
85 電気機器・同部品等 35,411 21,672 －38.8 904 29,145 3,121.1
8517 電話機・その他機器 1,030 2,030 97.1 53 8,310 15,575.2
8542 集積回路 7,083 1,022 －85.6 57 3,517 6,102.3
87 自動車・同部品 12,315 18,634 51.3 39 2,215 5,519.4
39 プラスチック・同製品 9,309 15,125 62.5 100 1,794 1,678.0
52 綿および綿生地 1,561 699 －55.2 26 149 463.6
54 化繊長繊維およびその製品 858 431 －49.8 29 331 1,030.3
55 化繊短繊維およびその製品 509 381 －25.1 17 174 905.6
60 ニット生地 505 284 －43.7 18 331 1,695.0
（出所） UN comtrade（https://comtrade.un.org/data　2017 年 9 月 9 日）をもとに筆者作成。
（注） 164,882 ドル
表2　メキシコ製造業の対米貿易の主要品目（単位：100万ドル）
HS 分類 主要輸出品目 2000 年 順位 2016 年 順位 2000-2016 年変化率（％）
87 自動車・同部品 24,923 2 73,676 1 195.6 
85 電気機器・同部品等 46,153 1 67,015 2 45.2 
84 原子炉，ボイラーおよび機械類・同部品 19,139 3 54,070 3 182.5 
90 光学・精密・医療機器等 4,212 6 14,871 4 253.1 
94 家具等 3,915 7 9,686 5 147.4 
62 織物アパレル 5,028 5 2,219 15 －55.9 
61 ニットアパレル 3,129 8 1,607 20 －48.6
（出所） UN comtrade（https://comtrade.un.org/data　2017 年 9 月 7 日）をもとに筆者作成。











は，HS8517 では 5300 万ドルから 83 億ドルに，
HS8542 では 5700 万ドルから 35 億ドルに増加し
ている。2016 年の米国の対墨輸出額が，前者で
は 20 億ドル，後者では 10 億ドルであることから，
電話機と電子部品の分野で，中国が米国の輸出を






















シコの熱延鋼板の輸入量は，域内から 45 万 8000








年には生産台数 359 万 7462 台で世界 7 位，輸出
台数 276 万 8265 台で韓国（262 万 1715 台）を抜







y Sánchez 2011, 35］，表 4 から，NAFTA 期の実
質 GDP と製造業の成長率の低下が読み取れる。
2000 年までの実質 GDP の平均成長率は 3.65％で，






て，マキラドーラ雇用が 1994-2006 年期に 66 万
人から 120 万人に増える一方で，非マキラドー
ラ雇用は 1994-2008 年期に 140 万人から 124 万人
に減少したと述べ，また 2001 年以降の両部門に
おける雇用の減少を指摘している［Zepeda, Wise, 
and Gallagher 2009, 10］。
自動車ブームと電気・電子産業の復調によって，
2010 年頃から製造業は成長基調を取り戻しつつ





















































実質 GDP 製造業 第 3 次産業 製造業 第 3 次産業
1994-2000 年 3.65 5.11 3.74 18.12 55.04
2001-2005 年 1.75 0.18 2.34 17.77 56.57
2006-2010 年 2.00 0.97 2.80 16.62 58.47
2011-2017 年 2.70 3.09 3.41 16.63 60.62
（出所） INEGI, “Banco de información económica（BIE）”（http://www.inegi.org.mx/
sistemas/bie/ 2017 年 8 月 16 日）をもとに筆者作成。








































所総数は 298 で，その内訳は繊維アパレルが 93
（31.2％），自動車部品が 40（13.4％），金属加工が
27（9.1％），食料・飲料・タバコ 26（8.7％），建










1965 年の VW のプエブラ州進出から始まり，リー
マンショック後の米国自動車需要の急回復を受け
て，同社は 2010 年に 4 億ドルを投じてプエブラ
表5　トラスカラ州の繊維アパレル産業と自動車部品産業
事業所数 従業者数（人） 州の成長率に占める割合（％）
2009 年 2017 年 2009 年 2015 年 2005 年 2010 年 2015 年
繊維・アパレル 56 93 9968 9911 13.0 10.8 13.9
自動車部品 16 40 4201 6763 7.0 10.5 11.8
（出所）トラスカラ州経済開発省提供の事業所録および Saldaña y Becerra［2017: 8-9］に基づき筆者作成。
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工場の生産能力を拡大し［星野 2014, 22］，さらに
2015 年には 10 億ドルを投じて SUV の生産ライ
ンの増設を発表するなど，生産能力の拡大を図っ
ている⑷。2016 年の生産実績では，主力車種であ
る Jetta（26 万台），Golf（9 万 6000 台），Beetle と


















ア 3 と呼ばれる。トラスカラには，ティア 1 が
26，ティア 2 が 18，ティア 3 が 1 の合計 45 事業
所がある。











資本元 ティア 1 ティア 2 ティア 3 計
メキシコ 7 8 15
米国 3 2 1 6
ドイツ 7 3 10
ルクセンブルク 1 1
南欧（スペイン，ポルトガル，イタリア） 1 4 5
東欧（オーストリア，スロベニア） 2 2
アジア（中国，インド） 2 2
ポーランド / ドイツ 1 1
日本 / ドイツ 1 1
メキシコ / スイス 1 1
フランス / 米国 1 1
合計 26 18 1 45
（出所）トラスカラ州経済開発省提供の事業所録をもとに筆者作成。










は次のとおりである⑺。ティア 1 には① 8 事業所，
② 9 事業所，③ 8 事業所があり，ティア 2 には②
1 事業所，③ 8 事業所，④ 9 事業所があり，ティ
ア 3 には④ 1 事業所がある。
注目すべきは，ティア 1 の事業所数に対して





















































































































































要である。米政府は，2017 年 9 月に，「ドリーマー」
と呼ばれる 16 才になる前に非合法に入国した若年











（2017 年 11 月 8 日脱稿）
注
⑴ 2017 年 4 月のメキシコ財界重鎮と米財界の動きの
詳細は，メキシコのビジネス雑誌『エクスパンシ

































が拡大」『ジェトロセンサー』2017 年 5 月号 12-13.







の留意点－」『通商弘報』 2017 年 7 月 18 日（https://
www.jetro.go.jp/biznews/2017/07/991623b9ffb83e
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